
七
月
二
十
七
日

上
野
直
昭
は
東
京
芸
術
大
学
東
京
美
術
学
校
長
お
よ
び
同

東
京
音
楽
学
校
長
兼
務
を
解
か
れ
る
。
村
田
良
策
は
東
京
芸
術
大
学
美
術

学
部
長
に
任
命
さ
れ
、
本
校
校
長
お
よ
び
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
附
属

工
芸
技
術
講
習
所
長
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
三
十
一
日
谷
信
一
、
山
本
豊
市
、
菊
池

一
雄
は
本
校
講
師
兼
東
京
芸

術
大
学
講
師
に
任
命
さ
れ
る
。

同
日

熊
本
正
男
は
文
部
事
務
官
に
任
命
さ
れ
、
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書

館
事
務
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

八
月
一
日
藤
田
亮
策
は
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
長
に
補
せ
ら
れ
る
。

西
本
順
は
東
京
芸
術
大
学
厚
生
課
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
―――
十

一
日
浅
野
陽
は
本
校
講
師
に
任
命
さ
れ
る
。
文
部
事
務
官
毛
塚

真

一
、
渡
辺
洋
、
若
林
作
司
は
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
文
部
教
官
に
任
命
さ

れ
る
（
毛
塚
は
東
京
芸
術
大
学
助
手
兼
本
校
助
手
。
渡
辺
、
若
林
は
本
校

助
手
兼
東
京
芸
術
大
学
助
手
）
。

上
野
直
昭
は
本
官
（
国
立
博
物
館
長
）
を
免
ぜ
ら
れ
、
文
部
教

官
専
任
と
な
り
東
京
芸
術
大
学
学
長
に
補
せ
ら
れ
る
。

中
村
登
一
は
依
願
免
本
官
と
な
る
。

山
本
学
治
は
本
校
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

本
校
教
授
小
塚
新

一
郎
は
東
京
芸
術
大
学
教
授
に
配
置

換
え
さ
れ
る
。

十
一
月
五
日

十
二
月
二
十
日

十
二
月
――-
+

―
日

十
月
一
日

七
月
一
日
伊
藤
廉
は
東
京
芸
術
大
学
助
教
授
兼
本
校
助
教
授
に
任
命
さ
れ

る
。

東
京
帝
国
大
学
大
学
院
（
心
理
学
専
攻
）

満
期
退
学

和

田

英

作

名

誉

教
授
私
立
明
治
学
院
中
途
退
、
黒
田
清
輝
、
久

米
桂
一
郎
両
氏
の
所
設
に
か
4

る
天
真
道

場
に
て
洋
画
修
業
東
京
美
術
学
校
卒
業

結

城

貞

松

同

東

京

美

術

学

校

日

本

画

科

卒

業

同
校
西
洋
画
科
二
年
級
に
て
事
故
に
よ
り

退
学

石

田

英

一

鍛

金

実
習
及
制
作
東
京
美
術
学
校
鍛
金
科
卒
業

法

海

野

清

彫

金

実

習

一
東
京
美
術
学
校
金
工
科
卒
業

製

作

法

一

平
櫛
悼
太
郎
木
彫
実
習
大
阪
に
於
て
中
谷
省
古
に
就
き
木
彫
を
学

ぷ東
京
に
出
て
高
村
光
雲
に
師
事
す
る

小

林

茂

日

本

画

実

習

東

京

に

出

で

梶

田

半

古

に

就

き

て

日

本

画

を
学
ぶ

欧
洲
を
巡
遊
し
て
泰
西
美
術
を
研
学
帰
朝

す

安

田

新

一

一一
郎

日

本

画

実

習

一
小
堀
柄
音
に
就
き
て
画
事
を
学
ぶ

塑

東

京

美

術

学

校

彫

刻

科

選

科

卒

業

〔井
〕

習

石

田

鶴

―

――

木

曽
太

郎

油

習

浅

井

忠

洋

画

塾

に

入

門

後

関

西

美

術

院

に

学
ぶ

渡
仏
、
巴
里
、

ア
カ
デ
ミ
ー

・
ジ
ュ
リ
ア

安

井

画

実

彫造

実

略

歴

③
 
本
校
最
後
の
職
員
の
顔
触
れ
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磯 1吉 西 日 西 内 岡 村 松 松 広 梅

矢 田 本 下 田 藤 田 田 田 田 JI! 原

五 猛9.— 正 春 捷 良 権 義 松 龍
十 五 五

陽 ノ＼ 順 郎 秋 治 郎 策 ノ‘ 之 郎 郎

漆 建 哲英 教日 美 彫 自 人 錨 一 日建 美 英 製漆
授及教 エ作実

図 油

本 術 然体
般本

工 築 た子 金 建建築 工 案 画
授 画 解塑

築築 吾"t 
作 錬 習

実 製 概
実 剖 科 美 実

設構
実

法習 贋教 実 実

習 図 至nlfflム~ 苺mコ 法 習 A 子}子}子 A子 習 計法画 }子 圭nロ五 法習 羽曰 習

i i 
｀ 
； 術 i i 隻卒業 東羹術 学大同 東京帝 >術 i i 利伊多 仏渡・術院と 浅井忠

事` ノ
すに

て
国

院へ 大国 に巴登改氏 ジ
呂子 A 子

>
} 子 学 悶 悶 学 } 子 } 子

遊学 里 ・ ヤ

誓I 
校 校 入学

旦
校 校 ン‘’

日 西

！ ！ 学言文 旦>
留にに洋画 ボ

工 p 子 本

！ 凸

工 学入腐研
I 

は 部 画

全学;; 哲 > I 
篇所

／し

哲

> こ 口

業 } 子 : I 

［ >
部

渡欧南 後^  に関
ラ， ソ

業 ス
仏 西 に．

及 美 師

寺 月̀．IJ 吉 久 硲 北目 田 1山 脇 新 吉 小 丸

田 田 村 保 原 中 本 本 JII 場 山

春 泰 順

t 
安 文 正 十 規 逸 恒 義

犬 次 守 男 雄 義 乱 閲 治 吉 男

油 金 建 近 油 油 木 日 日 国日東 仏西西 仏 西 日 製錨

画 築代 画 画 彫 本 本 本洋 洋洋 洋 本
金

工 建 画 画 美 美 美エ 美 文 作
実 製築 実 実 実

実 実 術術 術芸 術 様
実

習 史 図史 習 習 習 習 習 語 史 史 語史史 語 史 史 法習

i 学ッ史 東京畠 i 義和蘭‘ヽ 年渡欧仏閂 東京美術

ア入故

I 
田下 ； 国儡 学科 東京 部東京

術： i ソ所大
樹青 谷区

学英民 市立 美学• 帝国マリ 大 下藤 卒業 帝国

； 大
に 上

A 子

! i 
チ正次郎 ； 師 野 } 子

学会英文科卒莱 美術エ芸学校四

大 美術 学大
邑子

i ！ 誓
} 子

英義租l‘ 学校西
ス十 事太 校 A 子 校

｀ 
に二の す平 日 斎史学 学部法 I > 伊太 洋画
学年日 刻 洋

i 盆

ぶ ‘本

> □ 部
見業治女

凰学
西班 利‘科卒業

渡 水

欧‘ 彩画

胃 塁牙独

［ 
年 邑子

等逸 再喜研
中 杜

に ‘昭 退 塁
羹 遊学 白和 胃tこ

小 斎 I 耳五 茂 史
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尾 中 石 石 加 関 蒔 大 中 Aノヽ l ロ口ロ 浅 末 内 小 入 山 笹

上 村 橋 沢 藤 野 田 友 村 角 田 野 田 藤 池 谷 脇 村

ノ＼ 伝 啓 正 鬼 宗 春 正 頴 似 利 四 岩 洋 良

贔 頭 太
郎 治 男 太 克 次 松 義 雄 陽 郎 郎 昇 紀

書 建 建 書書 日 塑 西東 金 ムコ 総 漆 鍛 漆 図 彫 図 木塑 I彫 塑

策築 本
造 洋洋

属
計 務 金 案 彫造 金 造

施材 道 工 材

工料 芸 実 建 料 主 課 実 実 実 実 実

道 法学 史道 史 習 屡 A 子 任 長 工 習 工 案 金 習 習 習 習

学大 東京 東 広 東

> 棗学部ッ 東京高 翌i >t 術 i i ， 術 , ： i 京 ： 靡院 帝 帝 帝 靡入国 国 国 国 等
学 大 大 師 大 } 子 大 師 商 A 子 } 子 呂子 学 邑子 }子以~

悶［ i → 子 A 子 範 A 子 校 呂子 範 業 校 校 校 校 校 校
文 工 ＾ 子

文 彫 工 A 子 夜 工 金 工 工 金 工 彫
科 科 校 逆＋ 刻 ＾ 子

校 }子ユ 云H 工 ＃漆云科 科ヰ云 工 芸 刻 工

含 大 誓羹
科

塁
卒 校 科 科 科

! 且

科 はA 子 卒 業
羹漆 塁工 図案

彫 卒

>国 建 科 術 業 築

＾ 
工 金 業 魯斎 築 卒 史 }子ユ 本

>> 卒業邪 I 部卒茨 >乎子 業 A 子 科 科
孟羹

は
科 科 こ 数

羹 羹 信

桜 中 高 後 兼 吉 伊 田 鈴 水 山 JI I 村 羽 奥 寺 鈴

林 村 田 藤 子 野 藤 中 木 谷 崎 合 田 石 村 内 木

ヌ立 正 年 秀 富 芳 信 武 茂 弘 義 万

仁 郎 彦 賢 雄 廉 郎
治

彦 郎 消 男 志 郎 消

教心 意 図 彫 図 漆 油 鍛 錨 構 建力 日 日 日 日 油 図

匠 案 金 画 金 金 造 築
本 本 本 本 画

育 理 工 画 :1 画 画
演 実 実 実 実 実 原 構

実 実 実
実

呂子 }子U 皆 習 習 A 子 史 習 習 習 理 坦、牛 、子平 習 習 習 習 習 A 子

理東 東 東 東 東 東 東 同東 東 東 美術 東 > 小林科卒小石 小堀 め 神
梶半田 東京芙術

l 
研京 尽． 京 京 尽． 凩． 京

校全祠しー一‘京美 羹羹史 京帝
シ田

究 帝 美 美 美 美 美 美 径古業 川区 柄順
修国 術 術 術 術 術 術 科術 術 術 科国 術 音歿 天 肯 A 子了 大 } 子 ? 子 ＾ 子

} 子 学 } 子 研学 }子立， p 子 卒大 学 師に 下富呂子 校 校 校 校 校 校 究校 校 校 業学 校 後 学中 小校
文 建 工 金 図 漆 西 科工 工 図 文 図

事す 坂町 安校 林 ：西
} 子 築 芸 工 画 工 洋 修芸 芸 案 科 画 田 を 古洋

m i 
部 科 科 科 師 科 画 了科 科 科 大 師 0 )II 

鞍彦 中
径 画

大 卒 図 彫 胄卒 は 彫 緒 第 学 範 冒 に科
乎子 業 案

靡卒
業 金 金 哲 科 に退 師 卒業院 部 卒 業 部 部 部 A 子 卒 } 子

師事す ＾ 病気
tこ 卒 業 卒 卒 卒 科 業 校 閂＃ 業 業 業 業 業 美 日云
術 } 子 本 ゜ の
心 及 画 た
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（
大
学
設
置
要
項
文
書
綴
所
収

「現
在
経
営
し
て
ゐ
る
学
校
の
現
況
」
よ
り
。

一
部
訂
正
、
加
韮
）

④最後の校長村田良策

昭和二十四年七月二十七日、村田良策は東京芸術大学美術学部長

兼東京美術学校長兼東京芸術大学美術部附属工芸技術講習所長に任

命された。昭和二十七年三月三十一日、東京美術学校廃校とともに

毛 石 若 村 渡 消 渡 佐 石 山 菊

塚 JII 林 田 辺 水 辺 藤 )II 本 池

真 信 作 徳 正 武 謙 栄 曲卓

夫 司 松 洋 雄 夫 耀 市 雄

同 同 補 彫 日 漆 師 音 建 彫 塑彫

範
作 本

油

員 刻 画 工 画 楽 築 刻 造刻

東 盛 に彫正金
盈盟i i 翌業 東幕． 所入 錦城 卒業 東靡京 岡 て金十エ

文 工 彫家五柴師 翌塁 喜 悶理 業 金駒年
雙 国

科 胃の宮自崎由 霊
} 子 呂子 ； i ［ 

大
大 研究 種営 校

且
}子ユ } 子

＾ 子
A 子 二す太 工 日 工 t 文 校 を郎 ゜郎 芸 本 工 画 科

A 子 機 な氏氏， 画 科 科 大 太
部 械

す゚ 春^ 就に 塁
卒 羹科 学 平 ； 哲 科 業 器 土

旦} 子 卒 岳き 業 業 靡 木
科 業 -て 工 喜卒 の学 卒 乎子 t 業 もび 業 は 喜と 大

校
長
の
兼
務
を
解
か
れ
る
。

村
田
は
明
治
二
十
八
年
栃
木
県
佐
野
市
に
生
ま
れ
、
大
正
八
年
東
京
帝
国
大

学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科
を
卒
業
。
昭
和
十
年
ま
で
法
政
大
学
、
東
洋
大
学

の
教
授
を
つ
と
め
、
ま
た
、
同
八
年
か
ら
同
十
五
年
ま
で
文
部
省
社
会
教
育
局

嘱
託
講
師
を
つ
と
め
た
。
東
京
美
術
学
校
で
は
大
正
十
一
年
四
月
か
ら
英
語
の

講
師
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
十
一一一
年
九
月
に
は
さ
ら
に
美
学
、
西
洋
彫
刻
史
授
業
を

増
嘱
さ
れ
、
同
十
四
年
四
月
か
ら
は
英
語
、
美
学
、
色
彩
学
を
担
当
。
同
十
八

年
五
月
教
授
に
就
任
し
、
同
年
八
月
生
徒
主
事
兼
務
と
な
っ
た
。
東
京
芸
術
大

学
に

三
十
七
年

一
月
ま
で
在
職
し
、
そ
の
間
、
二
十
六
年
六
月
に
は
神
奈
川
県

立
近
代
美
術
館
初
代
館
長
に
就
任
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
四
十
年
間
と
い
う
長
い
間
勤
続
し
た
村
田
は
、
退
官
の
頃
そ
れ

を
振
り
返
っ
て
「
美
術
学
校
と
私
」
（
『現
代
の
眼
』
第
八
十
六
号
。
昭
和
一――
十
七
年

一
月
）
の
一
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
本
校
で
は
矢
代
幸
雄
が
留
学

し
た
あ
と
の
講
義
を
板
垣
鷹
穂
と
加
藤
成
之
が
担
当
し
た
が
、
加
藤
も
間
も
な

く
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
大
学
院
生
だ
っ
た
村
田
に
後
任
を
依
頼
し

た
の
だ
と
い
う
。
次
の
文
を
読
む
と
、
苦
労
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
村
田
が
本

校
教
師
と
い
う
仕
事
を
好
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

〔
上
略
〕
と
も
か
く
親
の
す
ね
か
じ
り
で
勉
強
で
も
あ
る
ま
い
と
、
親
へ
の

見
得
も
あ
っ
て
加
藤
君
の
話
に
の
り
、
結
局
研
究
室
通
い
半
分
上
野
通
い
半

分
と
中
途
半
端
な
っ
と
め
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
正
木
校
長
に
お
会
い
し

た
ら
将
来
の
私
の
希
望
な
ど
訊
か
れ
た
。
結
城
素
明
先
生
に
も
会
っ
た
ら
い

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
と
で
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
学
科
の
講
師
の
手
当

は
主
任
級
の
先
生
た
ち
の
俸
給
の
あ
た
ま
を
は
ね
て
下
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
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